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（岡村ほか 2010）

図 48（第 17図に再掲）では 220-650calAD とされ、図と
本文で年代の記述が合致せず、西暦 430 年頃に絞り込む根拠は不明である。参考までに、松本・先
家 2017 の調査でも、貞観津波のひとつ前に約 1600 年前（未較正）のイベント層を検出している。



（a) 津波堆積物の検出（2006 年）　　　　　　　　　　　　　　　　　　(b) 粒度分析

Ｃ　　　　　　　　　　　　Ｄ

Ａ　　　　　　　　　　　　Ｂ

（a) 津波堆積物の検出（2006 年）　　　　　　　　　　　　　　　　　　(b) 粒度分析

Ｃ　　　　　　　　　　　　Ｄ

Ａ　　　　　　　　　　　　Ｂ
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（第 23図（d）（e））

1930-1720 cal yBP の炭化物を含む層が覆っており、
これより古くなることはあっても、新しくなることはない。中筋遺跡と同一の津波堆積物とみられる。
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5･4 層：貞観津波堆積物、2層：To-a 堆積後も、沼沢地あるいは低湿地として痕跡を
留めたものと考えられる。少なくとも、この地点では古墳時代後期頃の津波堆積物は確認できない。

　

5･4 層：貞観津波堆積物、2層：To-a 堆積後も、沼沢地あるいは低湿地として痕跡を
留めたものと考えられる。少なくとも、この地点では古墳時代後期頃の津波堆積物は確認できない。



第6層：弥生時代の自然堆積層である。褐色の砂からなり、層は厚いところで4cm前後
　　　あるが、部分的にとぎれている。（津波堆積物） 
第7層：弥生時代の水田土壌である。灰色の粘質シルトである。 
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「仙台平野北部に認められる 2,000 年 BP 頃の砂の薄層と周辺の地形」東北地理学会春季学
術大会 (『季刊地理学』第 57 巻第 3 号 ,p.169,2007 年度春季大会記事・発表要旨）









『日本被害津波総覧 ( 第 2 版 )』東京大学出版会
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１．潟湖残存説と潟湖消滅説
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２．『沼向遺跡』における松本秀明氏（自然地理学・地形学）の位置付け

３．『沼向遺跡』における松本秀明氏（自然地理学・地形学）の「助言」・「指導」
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表１　『沼向遺跡第４～ 34次調査』（仙台市文化財調査報告書第 360集）の自然科学分析  
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表２　『沼向遺跡第４～ 34次調査』（仙台市文化財調査報告書第 360集）「仙台平野北部微地形環境変遷
　　　想定図」（第１・２図）と対応する松本秀明氏の古地理図  

想定図１ 沼向①期
時期区分

縄文後期
中葉～晩期

沼向②期 弥生時代

3,500 年前

前３世紀～
３世紀
４世紀

５世紀

17～ 19世紀

あり 松本秀明・野中奈津子 2006「七北田川下流沖積低地
における完新世後期の潟湖埋積と自然堤防の形成」
『中野高柳遺跡Ⅳ』（宮城県文化財調査報告書第 204 集）

あり 松本秀明 1994「Ⅲ1. 仙台平野の成り立ち」『仙台市史
特別編１ 自然』

松本秀明 1994「Ⅲ1. 仙台平野の成り立ち」『仙台市史
特別編１ 自然』

あり

あり

あり

あり ※『沼向遺跡』刊行後：松本秀明・伊藤晶文 2014「七
北田川下流域の地形変化と山王遺跡」『山王遺跡Ⅵ』
（宮城県文化財調査報告書第 235 集）

あり
あり

あり

あり

潟湖 松本秀明氏論文での古地理図の図示

８世紀

８世紀

９世紀前葉
９世紀中葉～
不明（未記載）
不明（未記載）
～ 16世紀

奈良時代

平安初頭
平安後半

古墳時代
前期
古墳時代
中期
古墳時代
後期

中世～
近世初頭
近世前葉
～後葉

時代区分 暦年代

沼向③期

沼向④期

沼向⑤～⑧期

沼向⑨～⑩A期

沼向⑩B期
沼向⑪A期

沼向⑪B～ C期

沼向⑫～⑭期

想定図

想定図２

想定図３

想定図４

想定図５

想定図６

想定図７
想定図８

想定図９

想定図 10

４．『沼向遺跡』の「仙台平野北部微地形環境変遷想定図」と浜堤列区分

（１）『沼向遺跡』「環境変遷図」が依拠した松本秀明氏の論説と「助言」
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１ ２

３ ４
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潟湖

第１図　『沼向遺跡第４～ 34次調査』（仙台市第 360集）「仙台平野北部微地形環境変遷想定図」（１）

各想定図の左上数字は、想定図番号（表２参照）

松本秀明氏論文で古地理図がある想定図　３枚
（『沼向遺跡』刊行以前）　

5000～ 4500 年前に形成された第Ⅰ浜堤列は、その後、海側へ成畏する。陸側は、
第Ⅰ浜堤列によって陸封されて潟湖が形成され、この時期にも存続している。遺跡
の分布は、七ヶ浜半島と、そこから潟湖北方に続く丘陵に認められる。低地の遺跡
は、極めて少ない。
潟湖には、周囲の丘陵、段丘から、いくつかの河川が流入している。潟湖は、浜堤
列北端で外洋とつながっており、その水は、河川の流入部付近では淡水ではあるが、
外洋に近づくにしたがって、汽水～鍼水になると推定される。浜堤列に立地し、外
洋に近い沼向遺跡では､①Ｂ２期：晩期中葉に土器製塩が行われている。

第Ⅱ浜堤列が形成される。潟湖は存続しており、その面積は、①期よりやや縮小す
るが、それほど変わらず、低地に広く展開している。低地の遺跡分布の傾向は変わ
らないが、七ヶ浜半島では、中期中菜になると、製塩土器の出上と貝塚の数が減少
し、その後はなくなる。
潟湖東岸の沼向遺跡では、②ＢＩ期：中期前葉に土器製塩が行われ、遺物包含層も
形成されるが、その後、遺物の出土数は減少する。潟湖北岸では、山王遺跡で、弥
生時代と推定される水田跡が検出されているが、水田の構造や、時期は明確でない。

潟湖は存統しているが、その面積は、②期より縮小する。潟湖の北岸には、山王遺
跡の調査で、広大な水田域の形成が認められる。潟湖の水位の低下によって可耕地
が拡大したと考えられ、この時期を前後して、海水準が低下していることを示して
いる。
沼向遺跡は、潟湖の水位が低下する変化はみられるものの、周辺に可耕地が広がる
地形的条件にはなかった。しかし、この時期には、大規模な集落が営まれており、
出土造物から知られるように、漁携活動を主とした生業活動が営まれ、古墳群が形
成されている。

潟湖の面積は、流入する河川の堆積作用でやや縮小しているが、湖面の水位は上昇
傾向にある。遺跡の分布は、④･⑤期には、拠点的集落を中心としていたにが､⑥Ａ
期になると分散化が始まり､⑤Ｂ期には、横穴式石室をもつ古墳の築造、横穴墓の
造営が認められ、須恵器窯の操業も推定されている。
沼向遺跡では、⑥期になると、再び集落が形成されるようになり、浜堤列で居住域
･生産域（畑域）、後背湿地で生産域（水田域）が営まれる。生業に関しては、果樹
の生育を含めて農耕活動が積極的に行われているが、それとともに、山王遺跡で知
られたように、潟湖や外洋における漁携活動も行われている。

④期の早い段階に発生した大規模な洪水で、低地に自然堤防が新たに形成される
とともに、浜堤列東岸の一部（沼向遺跡北東部）が袋状に侵食され、後背湿地が
形成されるようになる。潟湖は、中央部に自然堤防が張り出しており、その面積
は、③期よりもやや広くなっている。
沼向遺跡では、④期の後半には、後背湿地で水田稲作が行われるようになるが、③
期のような居住域や墓城は認められない｡西方の丘陵にある大蓮寺窯跡では④Ｂ期
に須恵器籐が操業されている。この時期の須恵器は、沼向遺跡でも出土している。

潟湖の面積は、それほど変わらないが、湖面の水位は上昇傾向にある。遺跡の分布
では、この時期、北方の丘陵に多賀城が造営される。政庁は真北方向を基準として
作られる。多賀城跡南方の山王遺跡や市川檎遺跡で数多くの遺構が検出されている。
沼向遺跡では、集落は継続して営まれる。住居や掘立柱建物跡の方向、畑城の区画
施設の方向が、真北方向を基準とするようになる。

沼向①期（縄文後期中葉～晩期） 沼向②期（弥生時代）

沼向③期（古墳時代前期） 沼向④期（古墳時代中期）

→

→

→

沼向⑤期（古墳時代後期） 沼向⑨～⑩Ａ期（奈良時代）

松本秀明氏論文で古地理図がある想定図　１枚
（『沼向遺跡』刊行以後）



第２図　『沼向遺跡第４～ 34次調査』（仙台市第 360集）「仙台平野北部微地形環境変遷想定図」（２）

松本秀明氏論文で古地理図がある想定図　３枚
（『沼向遺跡』刊行以前）　

松本秀明氏論文で古地理図がある想定図　１枚
（『沼向遺跡』刊行以後）

７ ８

９ 10

各想定図の左上数字は、想定図番号（表２参照）

湖面の水位は、上昇傾向が継続する。主に自然堤防に遺跡の分布がみられ、中野高
柳遺跡では、生産城（水田城・畑城）の形成が認められる。また、遅くともこの時
期には、山王遺跡や市川橘遺跡が立地する多賀城跡の南方の低地に、方格地割の施
工が確認される。
沼向遺跡では、地下水位の上昇によって、集落の維持がむずかしくなっており、こ
の時期をもって、集落は一旦なくなる。

やや波行的ではあるが、湖面の水位は上昇傾向にある。潟湖北岸の低地では、湿
地化の進行による土地利用の変化が認められている。
沼向遺跡では、集落は営まれていない。

⑫期に、大代運河、舟入堀、舟引堀の開削とともに、七北田川の主流路の付け
替え工事がなされた。それによって潟湖はさらに縮小し、低地の水位が低下した
ことから、可耕地が拡大し、新田開発が進められる。
沼向遺跡では､⑫期になると、水田域と畑城を伴って集落が形成されるようになり、
その後､⑬期から⑭期にかけて居住域の拡大が確認されている。

潟湖は縮小していく。遺跡の分布は、低地の自然堤防で増加する。その一つが中野
高柳遺跡であり、大規模な集落が形成されている。
沼向遺跡では、集落は営まれていない。

→

→

沼向⑩Ｂ期（平安時代初頭） 沼沼向⑪Ａ期（平安時代後半）

沼向⑫～⑭期（近世 : 前葉～後葉）沼向⑪Ｂ～⑪Ｃ期（中世～近世初頭）

14C 
14C  d

URL 14C 
 ±  yr BP    651  14C  ±  yr 

BP        

（２）『沼向遺跡』「環境変遷図」と松本秀明氏による古地理図との対比　



沼向①期（縄文後期中葉～晩期）、3500 年前～

想定図１

想定図２

想定図６

想定図９

※図中左上の想定図番号は、柳澤加筆。表２と対応。

4,000 ～ 3,200 yr BP の潟湖範囲（松本・野中 2006）

約 2,000 yr BP の潟湖と後背湿地の範囲（松本 1994）
原題：仙台平野北部の地形環境の変遷

約700 yr BP以降の低湿地の範囲（松本1994）
原題：仙台平野北部の地形環境の変遷

沼向②期（弥生時代）、前３世紀～３世紀

【『沼向遺跡』微地形環境変遷想定図】

第３図　『沼向遺跡』微地形環境変遷想定図と対応する松本秀明氏の古地理図との比較

【松本秀明氏公開の古地理図】

沼向⑨～⑩A期（奈良時代）、８世紀 ８世紀中頃の七北田川下流域の地形（松本・伊藤 2014）
※貞観地震前の仙台平野北部の古地理図とみてよい。

沼向⑪B・C期（中世～近世初頭）、
不明（明記されていない）～ 16 世紀

潟湖

丘陵

丘陵

丘陵

丘陵

後背湿地松本秀明氏の
理解とかけ離
れている。
根拠提示なし。

松本秀明氏の
理解とかけ離
れている。
根拠提示なし。

松本秀明氏・
伊藤晶文氏の
理解とかけ離
れている。
根拠提示なし。

松本秀明氏の
潟湖範囲とは
ずれがある。
根拠提示なし。

七北田川

名取川

七北田川

名取川

柳澤画像調整、
文字加筆

柳澤画像調整、
文字加筆

第Ⅰ浜堤列

第Ⅱ浜堤列

第Ⅰ浜堤列
第Ⅱ浜堤列

第Ⅲ浜堤列

潟湖

潟湖
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0
（３）『沼向遺跡』の浜堤列区分

 yr BP
P

沼向遺跡

八幡沖遺跡

第Ⅲ
浜堤
列

第Ⅱ
浜堤
列

第Ⅰ
浜堤
列

『沼向遺跡第４～ 34次調査』第１分冊　第１章「調査概要」、p.39、
第１-７図「沼向遺跡周辺微地形分類図」（カラー図面）の上段部分を
再トレースして作成。多賀城市八幡沖遺跡の位置を加筆。なお、原典
には「昭和 22年米軍撮影の航空写真をもとに、松本秀明氏の指導を
受けて作図」と記されている。

出典：伊藤晶文 2006「仙台平野における歴史時代の海岸線変化」『鹿児島
大学教育学部研究紀要 . 自然科学編』57、図２。沼向遺跡の位置を●で加筆
し、第Ⅰ浜堤列が西側、第Ⅱ浜堤列が東側となる大沼の位置を加筆。

第Ⅱ浜堤列沼向遺跡 第Ⅲa浜堤列

大沼

伊藤（2006）は
第Ⅱ浜堤列に分類

伊藤（2006）は第Ⅲa浜堤列に分類 伊藤（2006）は第Ⅲｂ、Ⅲｃ浜堤列に分類

浜堤列 後背湿地（深） 推定旧河道後背湿地（浅）

0 500m

第４図　沼向遺跡周辺の浜堤列分類をめぐる二説

『沼向遺跡』による浜堤列分類 伊藤晶文（2006）による浜堤列分類
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５．ボーリングコア柱状図と腐植土層の層準、年代の検討

（１）先進的な沖積層の研究事例―越後平野の軟弱地盤研究

160 30 
1994  

2016 

鴨井幸彦 2018『越後平野の地盤と防災―腐植土層（軟弱地盤）の厚さ分布
と平野の成り立ちをめぐるなぞ』（北陸地域づくり協会）全 44 頁（カラー）

第５図　越後平野における沖積層の先進的な研究事例

表紙

付図５：腐植土層の層厚分布図：弥彦
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（２）仙台平野北部における腐植土層の分布と年代の検討
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（平安初頭）
の「潟湖」範囲
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❶

※１　公益社団法人　地盤工学会東北支部WEB「みちのく GIDAS（ジーダス）」（とうほく地盤情報システム）
　　　https://www.michinoku-gidas.jp/map.phtml のボーリング柱状図データを使用して、腐植土層の検出状況を解析した。
※２　黒丸付き白数字は、腐植土、砂混じり腐植土が検出されたボーリング調査地点。黒線丸付き黒数字は、これら未検出のボー
　　　リング調査地点。丸付数字の中心がボーリング調査地点。
※３　〇付き数字を付した 272  ボーリングコア調査データについて、Excel でデータベース化し、ハイパーリンクで保存した調査
　　　カードを画面表示できるようにして解析した。
※４　13本の測線（A-A’ ～ M-M’）を対象に、柱状図を配置して断面図を作成・解析した。
※５　大日北・六貫田遺跡以北の山王・市川橋・新田遺跡は図が煩雑になりすぎるため、両遺跡にかかる方格地割のみを図示した。
※６　長町―利府線断層帯の位置は、地震調査委員会 2002「長町－利府線断層帯の評価」図２を参照。
※７　古代と中世～近世の七北田川旧河道の位置、変遷については、柳澤（2019）で詳細に論述。
※８　比較のため、『沼向遺跡』が主張する沼向⑩B期（平安初頭）「潟湖」範囲（第２図想定図７; 黄色塗り）を敢えて重ねて図示。

第６図　仙台平野北部の開発事業に伴うボーリング調査の位置と腐植土層の分布範囲
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表３　松本秀明（2001）による仙台平野北部の沖積層層序区分と先行研究との対比

長谷弘太郎
（1967）

苦竹層群福田町層
（沼沢地堆積層）

上部砂・粘土層

上部砂層

中部粘土層

下部砂礫層宮城野原層群
蒲生層
（陸成層）

苦竹層群岩切層
（浅海性の海成層）

下部粘土層

最下部砂礫層

Ｕｃ

Ｕｂ 貝殻片を含まない淘汰の良好な陸成（風成）の砂丘
堆積層。

Ｍｂ マガキなどの貝殻を含む内湾底や潟湖底に堆積した
海成の泥質粘土層。海進により、潟湖～干潟的な環
境が海側から陸側に向かって広がる。

Ｌｂ －25～－30m以深、沖積平野地下の埋没谷地形を
埋積する分厚い砂礫層の上部砂礫層。10ｍ前後と薄
く、直径 2～ 5cmの小礫と粗粒砂で構成される。
礫は風化が進まず硬い。約 26,000 年前にはほぼ埋
積が完了した扇状地堆積物で、中・上流部の河岸段
丘を構成する砂礫層に対比される。
－25～－30m以深、沖積平野地下の埋没谷地形を
埋積する分厚い砂礫層の中部粘土層。腐植物を多く
含み、礫の供給が一時的に停止された時期の陸成堆
積物。
－25～－30m以深、沖積平野地下の埋没谷地形を
埋積し、基盤岩直上に堆積する分厚い砂礫層の下部
砂礫層。層厚 10～ 30mと厚く、直径数 cm～十数
cmの礫で構成される。礫は風化が進み、ハンマーで
容易に割れる。井関弘太郎（1975）の広義の沖積層
基底礫層に相当する。

Ｌａ

ＢＧ

Ｍａ 泥炭・腐植物を多量に含む湿地帯・後背湿地の陸成
堆積層。

Ｕａ ハマグリやウバガイなど浅海底～海底に棲む貝・貝
殻片多く含む粗粒海成砂層。

堆積上部層の沖積
最上部粘土層

陸成粘土層で、河床起源の細粒～粗粒砂を薄く挟在
する部分も多く、河川の勢力が強いことを示す。ま
た、腐植物を多量に混入する泥層の後背湿地堆積物
を挟む。七北田川沿いの海岸線から 8km付近（国道
４号線仙台バイパスと国道４号線インター付近）で
は、下位の埋積中部層（陸成泥層）と連続し、層厚
が 10ｍを超える軟弱層を形成。

堆積上部層の
沖積風成砂層
堆積上部層の
沖積海成砂層　
※潟湖・海跡湖堆積層

堆積中部層の
沖積海成粘土層
※潟湖・海跡湖堆積層

堆積中部層の
沖積陸成粘土層
※陸成の湿地・後背湿
地堆積層

※湿地・後背湿地堆積
層を挟む。

堆積下部層の
上部砂礫層
（沖積層基底礫層）

堆積下部層の
中部泥質層
（沖積層基底礫層）

堆積下部層の
下部砂礫層
（沖積層基底礫層）

松本秀明（1994・2001）による仙台平野北部の埋没谷埋積物の層序区分
※松本（1981・1984）の層序区分の大別と理解を 1994 論文で一部変更。2001 論文は
　その要約。2001 年以降の論文には、沖積層層序区分に言及はない。また、長谷弘太郎
　（1967）との対比は自ら提示するが、奥津春生氏の層序区分との対比は示していない。

仙台平野の先行研究
奥津春生（1956・
1960・1964・
1967・1977）

2.6 1.9
2017
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原典：小元久仁夫・大内定 1978「仙台平野の完新世海水準変化に関する資料」『地理学評論』51-2、第５図「仙台市小鶴における
      　   14C 年代測定試料採取地点の表層地質断面図（第１図 Loc.1）
※１　PDF より Screen Capture した原典の文字が不鮮明なため、表示文字の上に文字を上書きした。
※２　赤字、赤線は、筆者加筆。 中央の柱状図は左側の原図をもとに筆者作成。
※３　貝類以外の14Ｃ年代測定値は、δ13C＝25‰として IntCal20, OxCal ver.4.4、２σで較正（小元久仁夫氏のご教示）。
※４　第１～３貝層の貝類試料の14Ｃ年代測定値は、δ13C 値、ΔR補正値が不明のため、較正していない（小元久仁夫氏のご教示）。

← 1.0ｍ; 1,775±110 yr BP=24 - 539 cal AD　弥生～古墳時代 

←-0.5m;  2,775±125 yr BP=1,379 - 591 cal BC 　縄文後・晩期

← -1.3m; 2,965±125 yr BP=1,494 - 845 cal BC 　縄文後・晩期
← -1.6m; 3,500±130 yr BP=2,196 0- 1,507 cal BC　縄文後期

体主種生水淡）σ２（ CB lac 187,1 - 126,2=PB ry 531±097,3 ;m0.2- ←
← -2.3m; 4,315±145 yr BP=3,367 - 2,502 cal BC  縄文中・後期

← -3.8m; 5,910±170 yr BP=5,216 - 4,372 cal BC　縄文時代前期　 　

（スクモ化）
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珪藻分析 D3：内湾生種＞淡水生種・流水生種・外洋生種

珪藻分析 D-1：淡水生種・底生種主体、時折海水が入る潟湖

貝類群集：水深が増大
　浅海底
　　↑
　潮間帯～潮間帯下
　　↑
　潮間帯

← -6.0m; 6,775±185 yr BP（貝試料）縄文前期第１貝層（SH-1）砂質浅海底
ヒメシラトリガイ主体

← -7.0m; 6,940±190 yr BP（貝試料）縄文早期第２貝層（SH-2）潮間帯～潮間帯下

← -8.0m; 7,515±200 yr BP（貝試料）縄文早期
第３貝層（SH-3）潮間帯　イボウミニナ、マガキ他

海底を示す生痕化石
松本秀明（1994）『仙台市史』
約 7,500 年前の -10ｍ海水準
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第８図　旧・小鶴清掃工場（東北学院中学・高校の南側）の地層断面
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表４　旧・小鶴清掃工場の地層断面（第８図）からわかる仙台平野北部の古環境変遷［小元・大内（1978）］
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-6.0ｍ
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地表下深度 14C yr BP（時代）
後背湿地に泥炭が堆積

海面の上昇：縄文海進

潮間帯。本州以南の暖海生種であるイボウミ
ニナ、ハイガイの他、マガキなど貝層形成。
最終氷河期、最低海水準。円礫層。縄文海進

堆積物？。直上の砂層上面に生痕化石（海底）。

6,700 yr BP 頃（縄文時代前期）
6,900 yr BP 頃（縄文時代早期後葉～末）

7,500 yr BP 頃（縄文時代早期）

潮間帯～潮間帯下。マガキなど貝層形成。沖
合に砂嘴形成、内湾化。

ヒメシラトリ主体の貝層形成（マガキ消滅）。

河川から多量の土砂が運ばれ、潟湖（海跡湖）
の埋積が進む。砂層と有機質粘土層の互層。

特徴
3,000 ～ 1,800 yr BP 頃（縄文時代後期～古墳時代）
5,900 ～ 3,500 yr BP 頃（縄文時代前期～後期）

6,700 ～ 5,900 yr BP 頃（縄文時代前期） 潟湖（潮流口から潮汐によって外海と湖水交
換される汽水湖）

【腐植土層Ｄの年代】 11 '
D 0 ± 14C yr BP

ver.4.4
BC



古墳前期

『山王遺跡Ⅵ』（県 235 集 ) 第４図⑨

弥生中期

3,370±140 yr BP（TH-355, 木片）
2,118-1,322 cal BC（2σ）

←IntCal20, OxCal ver4.4 で較正3,880±120 yr BP（TH-356, マガキ）
＝2,846-1,979 cal BC（2σ）

基盤岩（砂質凝灰岩）

基盤岩
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第 171 集）図５を左右反転トレース。同一測線上に作成され、同じボーリング調査データを使用したと推定される。

※下の参考図と同一ボーリング地点柱状図を用い、発掘調査データを付け加え、水平・垂直縮尺を同じくしている。
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第９図　仙台平野北部のボーリング調査による地層断面図（１）
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第 10図　仙台平野北部のボーリング調査による地層断面図（２）
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第 13図　多賀城跡外郭南辺の城内側、鴻の池地区泥炭層と 14Ｃ年代測定値、較正年代

［出典］吉田・鈴木 (2013）の Fig.2。年代測定値は、IntCal09、OxCal ver.4.17
で較正された同論文の Table 1 をもとに、提示された試料１～ 17の測定値から、
試料 11～ 17のみを抜粋して、IntCal20、OxCal ver.4.4（https://c14.arch.ox.
ac.uk/oxcal.html）。２σで再較正した。本分析地点は、第６図に示した腐植土層
Dの北側延長と推定される。
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６．松本秀明氏による七北田川下流域の潟湖変遷の理解とボーリングコアの解析、発掘調査所見
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Abstract The technical recovery method has been discussed, but it is necessary to solve various problems further. 

Since archaeological sites are important regional cultural heritages, they have a function as field museums. It is 

desirable that the local residents themselves are involved in the restoration project of the damaged archaeological 

site as an important existence of the local community. When restoring archaeological sites damaged by 

earthquakes, we must thoroughly discuss technical methods and concepts so as not to loss the value of the 
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history of disasters to future generations. 
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